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と
な
っ
た
。

教
育
行
政
報
告

　
令
和
８
年
度
の
児
童
生
徒
数

は
、
小
学
校
２
校
11
学
級
85
人
、

中
学
校
２
校
７
学
級
53
人
。
各

校
で
運
動
会
・
体
育
大
会
を
開

催
し
、
多
く
の
地
域
住
民
が
声

援
を
送
っ
た
。
中
体
連
や
各
種

大
会
で
は
陸
上
、
柔
道
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
な
ど
で
全
道
大
会
出

場
を
決
め
る
な
ど
活
躍
が
見
ら

れ
た
。
社
会
教
育
・
社
会
体
育

事
業
は
年
間
計
画
に
沿
っ
て
実

施
し
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
も
剣

道
、
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で

好
成
績
を
収
め
る
な
ど
、
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
活
発
に
展

開
さ
れ
た
。

議
案
第
１
号

　
町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
医
師
宿
直
手
当
の
一
部
未
支

給
事
案
及
び
公
務
災
害
手
続
に

関
す
る
不
適
正
な
事
務
処
理
事

案
に
よ
り
、
町
政
に
対
す
る
町

民
の
信
頼
を
損
な
っ
た
こ
と
へ

の
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

町
長
及
び
副
町
長
の
給
料
を
令

和
８
年
７
月
支
給
分
に
限
り
、

そ
れ
ぞ
れ
10
％
減
額
す
る
も
の
。

併
せ
て
、
町
民
及
び
議
会
に
対

す
る
謝
罪
の
意
を
表
明
す
る
と

と
も
に
、
再
発
防
止
と
服
務
規

律
の
徹
底
を
図
り
、
信
頼
回
復

に
努
め
る
考
え
を
示
し
た
。

議
案
第
４
号

　
令
和
８
年
度
幌
延
町
一
般
会

計
補
正
予
算

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
千
７

５
７
万
７
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
６
６
億
８
千
７
５
７

万
７
千
円
と
す
る
も
の
。

　
主
な
内
容
は
、
利
用
実
態
の

な
い
集
会
施
設
の
解
体
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
事
業
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
処
遇
改
善
、

国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
、
給
食
セ
ン
タ

ー
厨
房
設
備
の
更
新
、
学
校
給

食
費
負
担
軽
減
事
業
な
ど
。

齋
賀
議
員　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
形
成
事
業
の
委
託
料
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
成
果
を
求
め

る
も
の
な
の
か
。
ま
た
、
成
果

物
の
活
用
方
法
や
国
か
ら
の
補

助
制
度
は
。

山
下
地
域
対
策
担
当
課
長　
関
係
人
口

の
創
出
に
向
け
、
地
域
Ｐ
Ｒ
動

画
の
制
作
、
地
域
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
作
成
、
住
民
と
の
懇
談
会

運
営
な
ど
を
行
う
も
の
。
完
成

し
た
動
画
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
や
地
域

Ｐ
Ｒ
な
ど
に
活
用
し
て
い
く
。

財
源
は
、
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
支
援
交
付
金
を
活
用
し
て
実

施
す
る
。

齋
賀
議
員　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録

者
数
を
増
や
す
た
め
に
は
、
利

用
者
の
利
便
性
を
高
め
る
メ
ニ

ュ
ー
機
能
の
設
定
を
早
期
に
進

め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

山
下
地
域
対
策
担
当
課
長　
ま
ず
は
町

の
情
報
発
信
を
通
じ
て
登
録
者

を
増
や
し
て
い
き
た
い
。
メ
ニ

ュ
ー
は
、
無
料
で
活
用
で
き
る

機
能
を
検
討
し
な
が
ら
運
用
を

進
め
、
登
録
者
数
や
利
用
状
況

に
応
じ
て
必
要
な
機
能
の
導
入

を
検
討
し
て
い
く
。

齋
賀
議
員　
給
食
セ
ン
タ
ー
の

食
器
洗
浄
機
な
ど
厨
房
設
備
の

更
新
に
つ
い
て
、
購
入
方
法
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

古
草
教
育
次
長　
現
在
使
用
し

て
い
る
厨
房
機
器
と
の
適
合
性

を
考
慮
し
、
既
存
設
備
の
製
作

業
者
と
の
随
意
契
約
を
検
討
。

意
見
案
第
１
号

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実

現
に
資
す
る
森
林
・
林
業
・
木

材
産
業
施
策
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て・
提
出
者　
高
橋　
秀
之
議
員

・
賛
成
者　
無
量
谷　
隆
議
員

　
北
海
道
の
森
林
は
、
地
球
温

暖
化
の
防
止
や
国
土
の
保
全
な

ど
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

一
方
、
物
価
・
人
件
費
の
高
騰

や
山
地
災
害
へ
の
対
応
、
林
業

の
担
い
手
不
足
、
ス
マ
ー
ト
林

業
の
推
進
な
ど
、
森
林
・
林
業

を
取
り
巻
く
課
題
は
多
様
化
し

て
お
り
、
地
方
の
財
政
力
だ
け

で
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
な
状

況
に
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
森
林
整
備
や
国

土
強
靱
化
に
必
要
な
予
算
の
確

保
を
は
じ
め
、
木
材
利
用
の
拡

大
や
人
材
確
保
な
ど
、
森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
施
策
の
充
実

・
強
化
を
国
に
求
め
る
た
め
、

本
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
で

あ
る
。

臨
時
会

第
３
回
幌
延
町
議
会

５
月
19
日

　
第
３
回
幌
延
町
議
会
臨
時
会

は
、
５
月
19
日
（
火
）
に
開
会

さ
れ
、
承
認
２
件
、
議
案
７
件

を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
同
日
、

定
例
会

第
4
回
幌
延
町
議
会

６
月
16
日

　
第
４
回
幌
延
町
定
例
会
が
６

月
16
日
（
火
）
に
開
会
さ
れ
、

２
名
の
一
般
質
問
の
ほ
か
、
報

告
５
件
、
同
意
９
件
、
議
案
６

件
の
ほ
か
、
意
見
案
１
件
、
発

議
２
件
を
慎
重
審
議
し
た
結
果
、

全
て
原
案
の
通
り
に
可
決
し
、

閉
会
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

行
政
報
告

　
問
寒
別
地
区
を
モ
デ
ル
に
進

め
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

事
業
の
一
環
と
し
て
、
５
月
23

日
、
札
幌
市
の
道
庁
赤
れ
ん
が

庁
舎
で
「
と
い
か
ん
・
ふ
る
さ

と
同
窓
会 in 

札
幌
」
を
開
催

し
た
。
昨
年
の
東
京
開
催
を
受

け
、
道
内
で
は
初
の
開
催
と
な

り
、
全
道
各
地
か
ら
延
べ
約
90

人
が
参
加
。
ふ
る
さ
と
の
映
像

上
映
や
特
産
品
の
試
飲
、
問
寒

別
室
内
楽
団
に
よ
る
校
歌
の
生

演
奏
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
た

ほ
か
、
参
加
者
か
ら
は
地
域
づ

く
り
に
関
す
る
多
く
の
意
見
や

提
案
が
寄
せ
ら
れ
、
今
後
の
取

組
に
つ
な
が
る
有
意
義
な
機
会
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